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物  質  名 フタル酸n-ブチル=ベンジル ＤＢ－42 

別   名 
フタル酸ベンジルブチル 
BBP 
 

C A S 番号 85-68-7 
PRTR 番号 第 1種 273 
化審法番号 3-1312 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C19H20O4 分 子 量 312.39 
沸 点 370 ℃ 1） 融 点 －35 ℃ 2） 
蒸 気 圧 8.6×10-6 mmHg (20℃) 3） 換 算 係 数 1 ppm = 12.8 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 4.91 4） 水 溶 性 0.71mg/L（室温）5） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,170 mg/kg 6）  
 ラット 経口 LD50 2,330 mg/kg 6）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、188、375、750、1,125、1,500 mg/kg/dayを 3ヶ月間混餌投与し
た結果、1,125 mg/kg/day以上の群の雄及び 750 mg/kg/day以上の群の雌で肝臓の相対重量の
有意な増加、750 mg/kg以上の群の雄で腎臓の相対重量の有意な増加を認めた 7）。この結果

から、NOAELは 375 mg/kg/dayであった。 
・Wistarラットの雄に 0、151、381、960 mg/kg/dayを、雌に 0、171、422、1,069 mg/kg/dayを

3ヶ月間経口投与した結果、雌では 171 mg/kg/day以上の群で肝臓及び盲腸の相対重量の増加
を認めたが、組織への影響は認めなかった。雄では 381 mg/kg/day 以上の群で膵臓の膵島細
胞の空胞化を伴う腫大、膵島周囲の炎症細胞浸潤、腺房の萎縮、腺房周囲の炎症細胞浸潤、

肝臓の赤斑の発生増加を認めた。この結果から、雌で LOELは 171 mg/kg/day、雄で LOAEL
は 381 mg/kg/dayであった 7，8）。 
・Fischer 344ラットに 0、17、51、159、470、1,417 mg/kg/dayを 26週間混餌投与した結果、1,417 

mg/kg/day 群で体重増加の抑制、睾丸の萎縮、心臓、腎臓、肺、精嚢及び睾丸の有意な重量
の減少、不完全なヘモグロビン合成を示唆する赤血球量の減少、ヘモグロビン値、赤血球数、

ヘマトクリット値の減少、睾丸の病変（精細管の萎縮、無精液症）を認めた。また、470 
mg/kg/day 群で肝臓重量の有意な増加、体重と脳それぞれに対する肝臓の相対重量の増加、
平均赤血球血色素量の増加を認めた。この結果から、NOAELは 159 mg/kg/dayであった 9)。

・Sprague-Dawleyラットに 0、51、218、789 mg/m3を約 12週間（6時間/日、5日/週）吸入させ
た結果、218 mg/m3群の雄で腎臓重量の増加を認めたが、すべての群で暴露に関連した組織

変化を認めなかった 7，8）。この結果、NOELは 51 mg/m3（暴露状況で補正；9.1 mg/m3）であ

った。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラットに 0、17、51、159、470、1,417 mg/kg/dayを 26週間混餌投与した結果、1,417 
mg/kg/day 群で睾丸の萎縮、精嚢及び睾丸の有意な重量の減少、精細管の萎縮、無精液症を
認めた 9）。 
・Sprague-Dawleyラットに 0、160、480、1,600 mg/kg/dayを 14日間強制経口投与した結果、480 
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mg/kg/day群では、この実験の初期段階でエチルモルヒネ N-demethylaseとシトクロームオキ
シダーゼの活性の増大を認め、睾丸の萎縮を群の 1/3 で認めた。この結果から、NOAEL は
160 mg/kg/dayであった 10） 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・初期の研究では、15～30人のボランティアの実験結果から、本物質は中程度の刺激性を持つ
と報告されたが 11）、200 人のボランティアに対する 3 週間のパッチテスト（塗布回数は 15
回/日）では刺激性、感作性ともに認められなかった 7）。 
・ポリ塩化ビニル製造工場で 0.02～2 mg/m3のフタル酸エステル類（本物質、フタル酸ジ（2-
エチルヘキシル）、フタル酸ジイソデシル等）に暴露した労働者 54 人で、臨床検査では末
梢神経系及び呼吸器系への影響を認めなかったが、生化学検査では異常を認めた 12）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 13） 

 実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 159 mg/kg/day（肝臓
の絶対及び相対重量の増加など）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 16 mg/kg/day
を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量の設定はできなかった。 
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